
別記様式 

随意契約結果書 

物品等の名称及び

数量 
銅谷排水樋門浸水被害損害賠償額等鑑定業務 

契約担当官等の氏

名並びに所属する

部局の名称及び所

在地 

◯分任支出負担行為担当官 
  東北地方整備局 岩手河川国道事務所長 平井 康幸 
◯国土交通省 東北地方整備局 岩手河川国道事務所 
◯岩手県盛岡市上田四丁目２番２号 

契約締結日 令和 ３年 ８月 １７日 

契約の相手方の 
氏名及び住所 

◯東京損保鑑定（株）代表取締役 藤得 牧 
◯東京都千代田区外神田 6-14-3 VORT 末広町Ⅱ4 階 

契約金額 
（消費税及び地方

消費税含む） 

￥３，７７５，５３０．－ 

予定価格 
（消費税及び地方

消費税含む） 

 非公表 

随意契約によるこ

ととした理由 
 

 別添のとおり 

備   考 
 
 

 

注）１．公表対象随意契約が単価契約である場合には、契約金額欄に契約単価を記載するととも

に、備考欄に単価契約である旨及び契約単価に予定調達数量を乗じた額を記載する。 

２．予定価格を公表しないこととした場合、予定価格の欄には「非公表」と記載する。 



随意契約理由書 

 

 

 

契 約 件 名  銅谷排水樋門浸水被害損害賠償額等鑑定業務 

 

契約の相手方  東京損保鑑定（株） 

         住所：東京都千代田区外神田 6-14-3 VORT 末広町Ⅱ4階 

電話：03(5817)3661 

 

 

  本業務は、北上川水系磐井川銅谷排水樋門の浸水被害に伴い被害者から請

求があった被害内容等の妥当性の確認及び岩手河川国道事務所が算定した損

害賠償額等について客観性、中立性及び信頼性を確保するための精査等を行

い、損害賠償額鑑定結果通知書を作成することを目的とする。 

 

  今回浸水被害により不便等を強いられている被害者と速やかに和解協議を

進める必要性があることから、「水害等の損害額算定に係る一般社団法人日

本損害保険鑑定人協会との連携について」（平成 31 年 3 月 15 日付け本省水

管理・国土保全局水政課長事務連絡）に基づき、（一社）日本損害鑑定協会

に鑑定事務所の紹介を依頼したものであり、東京損保鑑定（株）は本業務を

実施可能な鑑定事務所として紹介を受けた唯一の法人である。 

 

以上のことから、会計法第 29 条の 3第 4項及び予算決算及び会計令第 102

条の 4第 3号により、上記法人と随意契約を締結しようとするものである。 

 

 

令和３年７月１５日 

河川占用調整課長 


